
 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
  

４日（火）ランチルームで、１年生が親子給食を行いました。当日のメニューは、子どもたちが苦手な

和食（鯖のゴマだれかけ、野菜のシソ和え、豆腐の味噌汁、ダイシモチ麦ご飯）でしたが、お家の人の協

力のおかげで素早く食べることができていました。その後別室で、南部給食センターの浪越先生と別府先

生による保護者向けの講話、「１日に必要な栄養素」「和食の良さ」「地産・地消」などについてのお話を

いただきました。子どもたちが生涯にわたって健やかに生きるために必要な食に関する正しい知識や、望

まし食習慣について学ぶ良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 
 ５日（水）朝の学級活動の時間に、三豊市の防災指導員の佐倉さんと防災士の安藤さんが比地小学校に

訪れて、タブレットを使ったデジ防災授業の参観をされました。防災のプロの目から見ても、日常的に短

時間で行えるデジ防災の授業は、子どもたちや先生の危機意識を高める有効な方法の一つだそうです。災

害は起こってほしくないですが、万が一発生したとき、子どもたち個々の危機意識や行動力の高まりで自

らの命は自らが守り、災害による被害をできるだけ少なくしてほしいと願っています。 
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